
物
　

部
　

長
　

穂
土
木
工
学
界
の
巨
人

神

域

に

育

っ

た

俊

才

杉
並
木
と
言
え
ば
、
全
国
的
に
は
箱
根
の
関
所
跡
や
日
光
来
照
宮
参
道
の
そ
れ
な
ど
が
有
名
だ
が
、
県
内
に
限
っ
て

み
れ
ば
、
仙
北
郡
協
和
町
境
に
あ
る
唐
松
神
社
の
杉
並
木
も
か
な
り
の
も
の
で
あ
る
。



三
百
年
の
歳
月
を
経
て
な
お
亭
々
と
聳
え
立
つ
老
杉
は
、
神
域
に
荘
厳
の
気
を
醸
し
出
す
重
要
な
要
素
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
唐
松
神
社
は
、
神
功
皇
后
の
創
建
に
な
り
、
天
喜
五
年
（
一
〇
五
七
）
に
源
義
家
が
再
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
現
在
地
に
移
転
し
た
の
は
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
で
あ
っ
た
。

社
司
は
代
々
物
部
氏
が
務
め
て
い
る
が
、
長
穂
は
、
六
十
一
代
目
の
当
主
長
元
の
二
男
と
し
て
、
明
治
二
十
一
年
（
一

八
八
八
）
七
月
十
九
日
に
、
神
秘
の
気
が
漂
う
こ
の
地
の
奥
深
く
で
誕
生
し
た
。
兄
弟
姉
妹
は
十
一
人
の
多
き
を
数
え

る
。父
長
元
は
、
わ
が
子
た
ち
に
独
立
独
歩
の
精
神
を
培
い
、
決
し
て
勉
強
を
押
し
つ
け
た
り
強
制
し
た
り
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
と
い
う
。

母
親
の
感
化
で
折
り
目
正
し
く
育
て
ら
れ
た
長
穂
少
年
は
、
地
元
の
朝
日
尋
常
小
学
校
か
ら
秋
田
中
学
に
進
み
、
三

十
八
年
に
優
秀
な
成
績
で
秋
田
中
学
を
卒
業
す
る
。

向
学
心
に
燃
え
る
長
穂
は
、
残
雪
を
踏
み
し
め
て
奥
羽
山
脈
を
越
え
、
盛
岡
か
ら
列
車
で
仙
台
に
向
か
っ
て
官
立
第

二
高
等
学
校
（
東
北
大
学
教
養
部
の
前
身
）
に
進
学
す
る
。

そ
こ
も
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
た
長
穂
は
さ
ら
に
東
京
帝
国
大
学
土
木
工
学
科
に
学
び
、
四
十
四
年
に
首
席
で
卒
業

し
た
の
で
、
恒
例
に
よ
り
恩
賜
の
銀
時
計
を
拝
受
し
た
。
本
人
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
家
族
や
村
人
の
喜
び
よ
う
は
大

変
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

卒
業
論
文
が
「
信
濃
川
鉄
橋
計
画
」
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
卒
業
後
の
就
職
先
と
し
て
長
穂
は
鉄
道
院
を
選
び
、



請
わ
れ
て
そ
こ
の
技
手
と
な
っ
た
。

卒
業
と
同
年
の
十
二
月
二
十
七
日
に
は
、
華
族
尾
崎
三
良
の
五
女
元
子
と
華
燭
の
典
を
あ
げ
て
い
る
。

鉄
道
院
の
技
手
と
し
て
の
物
部
長
穂
の
最
初
の
仕
事
は
、
信
濃
川
鉄
橋
の
設
計
で
あ
っ
た
。
大
学
を
出
た
て
の
若
手

技
手
に
は
手
に
余
る
も
の
と
い
う
陰
口
も
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
物
部
は
精
根
傾
け
て
そ
の
仕
事
を
や
り
遂
げ
、
そ
れ
が

認
め
ら
れ
て
内
務
省
の
技
師
に
抜
擢
さ
れ
た
。

内
務
省
土
木
局
の
技
師
と
し
て
河
川
改
修
工
事
の
実
務
に
携
わ
る
か
た
わ
ら
、
物
部
は
東
京
帝
国
大
学
理
学
部
に
再

編
入
学
し
て
理
論
物
理
学
を
学
び
、
理
学
士
の
称
号
も
得
て
い
る
。

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
、
物
部
は
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
の
先
進
国
を
視
察
し
、
高
層
建

築
物
、
橋
梁
、
築
堤
、
治
水
工
事
な
ど
を
つ
ぶ
さ
に
調
査
研
究
し
て
帰
国
し
た
。
こ
の
時
の
見
聞
が
後
に
河
川
改
修
と

組
み
合
わ
せ
た
多
目
的
ダ
ム
計
画
論
や
荒
川
放
水
路
の
築
堤
護
岸
工
事
な
ど
に
生
か
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

物
部
は
、
内
務
省
技
師
と
同
時
に
東
京
帝
大
土
木
工
学
科
の
助
教
授
も
兼
任
し
て
い
た
が
、
激
務
の
か
た
わ
ら
で
「
載

荷
せ
る
構
造
物
の
振
動
並
に
其
耐
震
性
に
就
て
」
と
題
し
た
論
文
を
発
表
、
こ
れ
が
高
い
評
価
を
受
け
て
第
一
回
土
木

学
会
賞
を
受
賞
し
た
。

さ
ら
に
物
部
は
、
そ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
「
構
造
物
の
振
動
並
に
其
耐
震
性
に
就
て
」
と
題
す
る
論
文
に
ま
と
め

母
校
の
東
大
に
提
出
し
た
。
四
章
六
十
三
節
か
ら
な
る
大
論
文
で
、
物
部
は
こ
れ
に
よ
り
工
学
博
士
の
学
位
を
取
得
。

こ
の
時
、
物
部
は
ま
だ
三
十
二
歳
の
若
さ
で
あ
っ
た
。



関

東

大

震

災

大
正
十
二
年
九
月
一
日
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
九
の
大
地
震
が
関
東
地
方
一
円
を
襲
っ
た
。
〈
関
東
大
震
災
〉
で

あ
る
。
余
震
が
頻
発
し
、
大
火
が
燃
え
盛
る
な
か
、
物
部
は
身
の
危
険
も
顧
み
ず
に
震
災
の
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
視
察
し
、
数

多
く
の
写
真
に
収
め
た
。
従
来
の
理
論
に
従
え
ば
、
地
震
の
際
、
六
階
程
度
の
高
層
建
築
は
一
階
部
分
が
最
大
の
被
害

を
受
け
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
物
部
の
目
の
前
に
展
開
し
て
い
る
の
は
、
三
、
四
階
の
中
層
部
分
に
大
打
撃
を

被
っ
て
無
残
な
姿
を
さ
ら
し
て
い
る
ビ
ル
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
構
造
物
の
振
動
論
に
地
震
動
に
よ
る
大
地
の
振
動
を
加
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
理
解
し
た
物

部
は
、
そ
れ
ま
で
に
発
表
し
た
論
文
の
耐
震
設
計
理
論
を
修
正
す
る
た
め
、
夜
を
日
に
継
い
で
研
究
を
進
め
、
大
震
災

の
翌
年
、
「
構
造
物
の
振
動
殊
に
其
耐
震
性
の
研
究
」
と
題
す
る
七
百
ペ
ー
ジ
余
り
の
大
論
文
を
公
表
し
た
。

こ
の
研
究
論
文
は
、
構
造
物
の
固
有
振
動
周
期
と
地
盤
の
振
動
周
期
が
構
造
物
に
ど
の
よ
う
な
被
害
を
も
た
ら
す
か

を
数
理
的
に
証
明
し
な
が
ら
詳
細
に
論
じ
、
従
来
の
耐
震
理
論
を
根
本
的
に
覆
す
新
た
な
耐
震
工
学
理
論
を
提
示
し
た

も
の
で
、
復
興
途
上
の
建
築
界
、
土
木
界
に
と
っ
て
大
き
な
福
音
と
な
っ
た
。

帝
国
学
士
院
は
物
部
の
研
究
成
果
を
高
く
評
価
し
、
大
正
十
四
年
、
学
界
の
最
高
栄
誉
で
あ
る
帝
国
学
士
院
賞
恩
賜

賞
を
授
与
し
て
物
部
を
讃
え
た
。
土
木
工
学
界
で
は
初
め
て
の
快
挙
で
あ
っ
た
。



物
部
は
「
あ
の
論
文
が
恩
賜
賞
を
受
け
る
と
は
思
っ

て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
内
務
省
土
木
課
で
は
河
川
の

改
修
の
仕
事
を
本
業
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
十
分
な
研

究
も
で
き
ず
、
公
務
の
余
暇
や
土
曜
、
日
曜
を
利
用
し

て
や
っ
て
み
ま
し
た
」
と
謙
虚
に
語
っ
た
と
い
う
。

十

年

飛

ば

し

の

抜

擢

人

事

大
正
十
五
年
五
月
、
物
部
は
三
十
八
歳
の
若
さ
で
内

務
省
管
轄
の
第
三
代
土
木
試
験
所
長
に
任
命
さ
れ
、
同

時
に
東
京
帝
大
土
木
工
学
科
の
教
授
を
兼
務
す
る
。

土
木
試
験
所
長
は
勅
任
官
（
高
等
官
二
等
以
上
）
で

あ
り
、
物
部
の
就
任
は
十
年
飛
ば
し
の
抜
擢
人
事
と
し

て
世
間
を
驚
か
せ
た
。

物
部
の
所
長
在
任
は
、
大
正
十
五
年
五
月
三
十
一
日

か
ら
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
十
一
月
七
日
ま
で
の

十
年
七
ヵ
月
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
期
間
、
物
部
は
発
足

物部長穂記念館を背景にした等身大のブロンズ像



し
て
日
の
浅
い
土
木
試
験
所
の
基
礎
固
め
と
充
実
を
図
り
、
特
に
治
水
、
港
湾
、
津
波
な
ど
に
関
す
る
水
理
試
験
所
の

岩
淵
分
室
（
後
の
建
設
省
土
木
研
究
所
赤
羽
分
室
）
の
設
立
や
耐
震
工
学
の
発
展
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
て
い
く
。

こ
の
岩
淵
分
室
で
の
最
初
の
水
理
実
験
は
、
仙
台
土
木
出
張
所
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
北
上
川
下
流
に
計
画
さ
れ
て
い

た
飯
野
川
の
降
開
式
転
動
堰
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
リ
ン
グ
ゲ
ー
ト
と
呼
ば
れ
、
川
の
底
に
も
ぐ
り
込
む
方

式
で
、
当
時
と
し
て
は
大
変
珍
し
い
構
造
で
あ
っ
た
。

水

理

学

の

先

駆

者

物
部
の
主
著
と
言
え
ば
、
名
著
の
誉
れ
高
い
『
水
理
学
』
と
『
土
木
耐
震
学
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
二
書
は
物
部

の
研
究
成
果
を
集
大
成
し
た
も
の
で
、
昭
和
八
年
に
同
時
に
刊
行
さ
れ
た
。

中
で
も
、
岩
波
書
店
か
ら
出
さ
れ
た
『
水
理
学
』
は
、
二
十
四
章
五
百
八
十
七
ペ
ー
ジ
の
大
冊
で
、
前
人
未
踏
の
分

野
を
開
拓
し
た
貴
重
な
文
献
で
あ
っ
た
た
め
、
物
部
は
た
ち
ま
ち
水
理
学
の
先
駆
者
と
う
た
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

『
水
理
学
』
は
、
戦
後
本
間
仁
の
手
で
数
ペ
ー
ジ
増
補
さ
れ
、
現
在
も
土
木
関
係
者
の
間
で
は
不
朽
の
名
著
と
し
て

参
考
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

現
今
、
水
理
学
と
い
う
語
は
あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い
が
、
簡
単
に
言
え
ば
、
静
止
ま
た
は
運
動
中
の
水
の
性
質
を
調

べ
、
そ
れ
が
他
に
及
ぼ
す
影
響
を
研
究
す
る
学
問
で
、
応
用
力
学
の
う
ち
水
に
関
す
る
力
学
を
取
り
扱
う
学
問
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
水
理
学
は
土
木
工
学
に
お
け
る
水
工
学
の
重
要
な
基
礎
研
究
も
担
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。



さ
て
、
物
部
は
大
の
甘
党
で
コ
ー
ヒ
ー
通
で
も
あ
っ
た
が
、
酒
は
ま
っ
た
く
嗜
ま
な
か
っ
た
。
数
多
い
宴
会
に
も
ほ

と
ん
ど
出
席
せ
ず
、
自
宅
と
土
木
試
験
場
と
東
大
を
結
ぶ
三
角
形
の
辺
か
ら
一
歩
も
出
な
い
よ
う
な
学
究
の
日
々
で

あ
っ
た
。
物
部
の
一
生
は
学
問
一
筋
で
、
学
問
に
明
け
学
問
に
暮
れ
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
土
木
工
学
界
は
行
政
家
や
企
業
家
肌
の
人
物
が
多
く
、
欧
米
の
既
存
の
建
造
物
を
ま
ね
る
こ
と
に
汲
々
と
し

て
い
た
。
そ
こ
に
明
晰
な
理
論
家
と
し
て
構
造
物
の
振
動
問
題
や
河
川
の
水
理
問
題
な
ど
、
諸
外
国
で
も
未
踏
の
研
究

を
引
っ
提
げ
て
颯
爽
と
登
場
し
た
物
部
に
、
学
界
は
驚
き
う
ろ
た
え
た
と
い
う
。

こ
の
こ
ろ
の
物
部
の
勉
強
方
法
は
、
夕
食
後
に
第
一
睡
眠
を
と
っ
て
深
夜
の
十
一
時
頃
か
ら
勉
強
に
取
り
か
か
り
、

六
本
木
の
自
宅
近
く
の
兵
営
の
起
床
ラ
ッ
パ
の
音
を
聞
く
と
勉
学
を
取
り
や
め
て
第
二
睡
眠
を
取
る
と
い
う
独
特
の
も

の
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
物
部
が
健
康
で
勉
強
や
仕
事
に
専
念
で
き
た
の
は
『
水
理
学
』
を
著
し
た
こ
ろ
ま
で
で
、
昭
和
九
年
に
は

痔
疾
が
悪
化
し
て
入
院
手
術
す
る
。

と
こ
ろ
が
、手
術
が
終
わ
っ
て
二
日
目
の
九
月
九
日
に
父
親
の
訃
報
に
接
し
、
物
部
は
無
理
を
承
知
で
故
郷
に
帰
り
、

病
後
の
不
自
由
な
身
体
で
喪
に
服
す
。
葬
儀
万
般
を
済
ま
し
て
東
京
に
戻
っ
た
が
病
は
癒
え
ず
、
そ
の
後
の
勤
務
、
研

究
の
障
害
と
な
る
に
及
ん
で
つ
い
に
十
一
年
に
は
東
大
教
授
を
勇
退
、
十
三
年
に
は
土
木
試
験
所
長
も
退
い
て
後
進
に

道
を
譲
る
。

物
部
の
門
下
か
ら
は
、
谷
藤
正
三
、
横
田
周
平
、
伊
藤
令
二
な
ど
、
そ
の
後
の
日
本
の
土
木
学
界
を
支
え
た
俊
秀
が

輩
出
し
て
い
る
。



同
学
の
士
と
は
別
に
、
物
部
が
親
し
く
交
わ
っ
た
県
人
に
は
、
ゲ
ー
テ
研
究
の
最
高
権
威
で
あ
る
木
村
謹
治
、
天
才

的
な
創
作
舞
踊
家
の
石
井
漠
、
秋
田
病
院
長
と
な
っ
た
原
素
行
な
ど
が
い
る
。
特
に
、
秋
田
中
学
で
同
級
で
あ
っ
た
石

井
と
の
友
情
は
格
別
に
深
か
っ
た
よ
う
で
、
芽
が
出
る
前
の
石
井
に
対
し
、
「
石
井
は
今
に
き
っ
と
一
家
を
成
す
も
の

だ
」
と
言
っ
て
激
励
し
続
け
た
。

物
部
が
い
ち
早
く
見
抜
い
て
い
た
通
り
、
そ
の
後
石
井
は
〈
日
本
の
漠
〉
か
ら
〈
世
界
の
漠
〉
と
し
て
雄
飛
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

試
験
場
長
な
ど
公
職
は
退
い
た
も
の
の
、
時
は
戦
時
体
制
下
、
世
間
は
有
能
な
物
部
を
ゆ
っ
く
り
療
養
さ
せ
て
は
く

れ
な
か
っ
た
。
東
京
市
や
東
京
電
灯
な
ど
の
ダ
ム
建
設
顧
問
、
万
国
学
術
委
員
会
第
五
部
委
員
長
、
大
政
翼
賛
会
調
査

委
員
な
ど
の
要
職
へ
の
就
任
を
強
く
要
請
さ
れ
、
物
部
は
不
自
由
な
身
体
に
鞭
う
っ
て
特
殊
な
椅
子
に
座
し
な
が
ら
多

忙
な
毎
日
を
送
る
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
仕
事
ぶ
り
は
や
は
り
身
体
に
悪
く
、
昭
和
十
六
年
九
月
九
日
、
奇
し
く
も
父
親
の
命
日
に
、
物

部
は
ま
だ
五
十
三
歳
の
若
さ
で
泉
下
の
人
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

逝
去
と
同
時
に
、
従
三
位
勲
三
等
に
叙
せ
ら
れ
た
。
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